
 

はじめに、 

２００９年 ４月号（第６号 2009.4.20 ） 

傍示川の桜の花も終わり「和み広場」の菜の花も落花し、今度は初めて広場に鯉が大きく青空の中を泳いでいます。 
ボランティアグループの皆さん如何お過ごしでしょうか？  
前回のボランティアニュース（１月 第５号）でもこの欄に掲載しましたように、「星田山手ボランティア・街づくり推進会」が発

足して今月で丸２年が経過しました。 ２月には、皆さんのご協力で整備された傍示川への桜の植樹や、３月には今年で４回

目となる「環境フェスタ ｉｎ 交野２００９」にも参加出展致しました。 これからも３年目の活動に向けてのボランティア活動に

会員の皆様のご協力よろしくお願い致します。 
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傍示川に桜の木を植樹しました 

 

子供達と来賓の方による桜の植樹 

「傍示川を美しくする会」が結成され活動が始

まり、その結果傍示川左岸が見違えるように綺

麗になり、昨年１０月には「アドプトリバー」に認

定されました。そしてこの２月には整備された

遊歩道（傍示川橋～出入り橋の間）に５７本の 
桜の苗木を植樹致しました。当初は３０本の植樹予定でしたが桜基金の申し込み希

望者が多く、急遽桜の本数と植樹区域を広げました。 
この桜の木が大きくなって子や孫の時代に、交野で一番の桜の名所になり大きく花

開くのが楽しみです。早く大きくなるように皆で見守って頂きたいと思います。 

「環境フェスタ ｉｎ 交野 ２００９」に参加しました 

植樹式に参加した全員での記念撮影 

親・子・孫の３代による記念植樹 

今年で４回目になる「環境フェスタ ｉｎ 交野２００９」が３月１日（日）に星の里いわ

ふねで開催されました。今年の統一テーマは「エコチャレンジ」という事で構成され

ていました。星田山手地区からは「広場の整備でこころの通い合う地域活動」と「傍

示川の美化活動でアドプトリバーの承認と『憩いの場』の形成」いうテーマでパネル

展示を行いました。パネル説明にボランティア会員の皆さんが熱っぽく見学者に説

明をして頂きました。当日はブース展示の他に、環境ポスター・絵画展、緑のカーテ

ンコンテスト、エコ川柳、子供工作コーナー、環境にやさしい飲食屋台、環境を守る

車たち、炭焼き実演、物々交換バザール、等が開催されました。中央の舞台では

種々のステージプログラム、環境セミナー、屋外ではリサイクル自転車の抽選、交

野農産物の頒布、交野産米での餅つき、白バイとの記念撮影等が催されていまし

た。我々の身の回りでも「エコチャレンジ」できることがあるかもしれません。今一度

見直してみたいと思います。 

パネル説明する星田山手ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの皆さん 

主会場のブース展示と舞台 




